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ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の

医
療
費
助
成
制
度

【
該
当
す
る
方
は
申
請
を
】

　
今
年
の
８
月
か
ら
、
児
童
扶
養

手
当
・
児
童
育
成
手
当
・
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度
に
つ

い
て
、
父
ま
た
は
母
が
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
で
裁
判
所
か

ら
保
護
命
令
が
出
さ
れ
た
家
庭
も

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

対
　
歳
に
達
す
る
日
の
年
度
末
ま

１８
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
場
合
は
　
歳
未
満
）

２０

を
現
に
扶
養
し
て
い
る
、
①
～
⑤

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
①
ひ

と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
②
父

ま
た
は
母
が
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

（
Ｄ
Ｖ
）
で
裁
判
所
か
ら
保
護
命

令
が
出
さ
れ
た
家
庭
③
父
ま
た
は

母
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
家
庭

④
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
、
ま
た
は
児
童
の
養

育
義
務
を
放
棄
し
て
い
る
家
庭
⑤

両
親
が
い
な
い
児
童
を
養
育
し
て

い
る
養
育
者

内
医
療
機
関
で
支
払
う
保
険
診
療

の
自
己
負
担
分
を
助
成
（
住
民
税

が
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
一
部

負
担
金
有
り
）

※
申
請
者
及
び
そ
の
扶
養
義
務
者

（
同
居
の
父
・
母
等
）
の
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。
所
得
限
度
額
や

申
請
に
必
要
な
書
類
等
の
詳
細
は

子
ど
も
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

【
現
況
届
を
省
略
で
き
ま
す
】

　
昨
年
度
か
ら
「
児
童
扶
養
手
当

証
書
（
平
成
　
年
度
は
ピ
ン
ク
色

２４

の
証
書
）」
を
お
持
ち
の
方
は
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制

度
の
現
況
届
を
省
略
で
き
ま
す
。

※
年
金
受
給
等
の
理
由
で
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方
に

は
、　
月
末
に
現
況
届
の
用
紙
を

１０

お
送
り
し
ま
す
。　
月
　
日
ま
で

１１

１４

に
提
出
し
て
下
さ
い
（
郵
送
可
）。

【
申
請
内
容
が
変
わ
っ
た
方
は
】

　
住
所
、
健
康
保
険
証
、
同
居
の

方
等
、
子
ど
も
総
務
課
に
届
け
出

を
し
た
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
、
必
ず
変
更
届
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
各
市
民
セ
ン
タ
ー
等
で
の
受
け

付
け
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
子
ど
も
総
務
課
辺辺
７
２
４
・
２

１
４
３
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

８
３
７
７

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

２
０
１
２
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
に
よ
る
宝
く
じ
の
助
成
金

を
受
け
、
中
町
三
丁
目
町
内
会
が

納
涼
祭
用
盆
踊
り
や
ぐ
ら
を
購
入

し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
と
健
全
な

発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

問
市
民
協
働
推
進
課
辺辺
７
２
４
・

４
３
６
２
返
０
５
０
・
３
０
８
５

・
６
５
１
７

離
職
し
た
方
に

家
賃
を
支
給
し
ま
す

　
次
の
方
に
家
賃
を
支
給
し
、
住

宅
及
び
就
労
機
会
の
確
保
に
向
け

た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
２
０
０
７
年
　
月
１
日
以
降
に

１０

離
職
し
て
い
る
②
住
宅
を
失
っ

た
、
ま
た
は
失
う
恐
れ
が
あ
る
③

世
帯
の
生
計
を
維
持
し
て
い
た
、

ま
た
は
現
在
維
持
し
て
い
る
④
就

労
能
力
及
び
常
用
就
職
の
意
欲
が

あ
り
、
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職

の
申
し
込
み
を
行
う
⑤
世
帯
の
月

の
収
入
合
計
が
、
単
身
世
帯
は
８

万
４
０
０
０
円
＋
家
賃
額
（
上
限

５
万
３
７
０
０
円
）
未
満
、
２
人

世
帯
は
　
万
２
０
０
０
円
以
下
、

１７

３
人
以
上
世
帯
は
　
万
２
０
０
０

１７

円
＋
家
賃
額
（
上
限
６
万
９
８
０

０
円
）
未
満
⑥
世
帯
の
預
貯
金
合

計
額
が
、
単
身
世
帯
は
　
万
円
以

５０

下
、
２
人
以
上
世
帯
は
１
０
０
万

円
以
下
で
あ
る
⑦
国
や
地
方
自
治

体
等
が
実
施
す
る
類
似
の
給
付
ま

た
は
貸
し
付
け
を
申
請
者
及
び
世

帯
に
属
す
る
方
が
受
け
て
い
な
い

⑧
申
請
者
及
び
世
帯
に
属
す
る
方

が
暴
力
団
員
で
な
い

支
給
額
月
額
家
賃
額
（
単
身
世
帯

は
５
万
３
７
０
０
円
、
複
数
世
帯

は
６
万
９
８
０
０
円
を
上
限
）

※
支
給
期
間
は
６
か
月
間
以
内
で

す
（
規
定
の
就
職
活
動
を
誠
実
に

継
続
し
、
支
給
要
件
に
該
当
し
て

い
る
場
合
は
、
３
か
月
間
を
限
度

に
延
長
も
可
）。

※
住
宅
の
貸
主
ま
た
は
貸
主
か
ら

委
託
を
受
け
た
事
業
者
の
口
座
へ

振
り
込
み
ま
す
。

※
家
賃
の
支
給
を
受
け
る
方
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
総

合
支
援
資
金
貸
付
の
相
談
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
生
活
援
護
課
就
労
・
住
宅
相
談

担
当
（
市
役
所
本
庁
舎
７
階
）
辺辺

７
２
９
・
７
６
７
０
返
７
２
９
・

７
６
７
１

ア
ク
テ
ィ
ブ
福
祉
　
町
田
’　
と

ｉｎ

１２

ふ
く
し
の
し
ご
と
就
活
フ
ェ
ア
を

同
時
開
催
し
ま
す

　
介
護
の
仕
事
や
高
齢
者
福
祉
に

つ
い
て
興
味
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

学
生
を
対
象
に
し
た
就
職
相
談
会

も
同
時
開
催
し
ま
す
。

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
　
月
９
日
（
金
）、
①
ア
ク
テ

１１
ィ
ブ
福
祉
　
町
田
＝
午
後
１
時
～

ｉｎ

６
時
②
ふ
く
し
の
し
ご
と
就
活
フ

ェ
ア
＝
午
後
１
時
　
分
～
５
時
③

３０

介
護
用
品
等
展
示
＝
午
後
１
時
　３０

分
～
５
時

場
町
田
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
５

・
６
階

内
①
介
護
職
員
・
学
生
等
に
よ
る

研
究
発
表
②
就
職
相
談
会

費
①
５
０
０
円
（
学
生
無
料
）、

②
③
無
料

※
詳
細
は
町
田
市
介
護
人
材
開
発

セ
ン
タ
ー（
辺辺
７
２
７
・
０
２
１

１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
高
齢
者
福
祉
課
辺辺
７
２
４
・
４

０
４
８
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

６
１
８
０

保
育
士
有
資
格
者
の
た
め
の

就
職
支
援
研
修
 

・
就
職
相
談
会

　
東
京
都
・
東
京
都
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー
と
の
共
催
で
す
。

対
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方
（
資

格
取
得
見
込
み
も
可
）

日
　
月
　
日
（
水
）、
就
職
支
援

１１

２８

研
修
＝
午
前
　
時
～
午
後
２
時
　

１０

３０

分
、
就
職
相
談
会
＝
午
後
２
時
　３０

分
～
４
時

場
町
田
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

内
就
職
支
援
研
修
、
町
田
・
八
王

子
市
内
の
民
間
保
育
所
の
就
職
相

談
会

定
１
４
４
人
（
申
し
込
み
順
）

申
電
話
で
東
京
都
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー（
辺辺
　
・
５
２
１
１
・
２
８

０３

６
０
）
へ
。

問
子
育
て
支
援
課
辺辺
７
２
４
・
２

１
３
８
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

９
４
５
９

基
礎
介
護
技
術
講
習
会

対
市
内
在
住
の
①
家
庭
で
介
護
を

し
て
い
る
方
②
介
護
職
に
就
労
し

た
い
、
ま
た
は
関
心
が
あ
る
方
③

現
在
介
護
の
仕
事
を
し
て
い
て
基

本
を
学
び
た
い
方

日
　
月
　
日
（
日
）
午
後
１
時
～

１１

２５

５
時

場
桜
美
林
大
学

※
当
日
は
大
学
内
へ
の
車
の
乗
り

入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。

内
介
護
技
術
、
認
知
症
の
基
礎
知

識
に
関
す
る
講
義
、
移
動
・
移
乗

介
助
、
排
泄
介
助
の
実
技
演
習

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

４０
費
③
の
み
１
０
０
０
円

申
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

示
し
、　
月
　
日
午
後
５
時
ま
で

１１

１６

に
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
町

田
市
介
護
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

（
辺辺
７
２
７
・
０
２
１
１
返
７
２

７
・
０
２
７
１
）
へ
。

問
高
齢
者
福
祉
課
辺辺
７
２
４
・
４

０
４
８
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

６
１
８
０

ひ
か
り
療
育
園
福
祉
講
座

【
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
支
援
セ

ミ
ナ
ー
】

対
原
則
全
回
出
席
で
き
る
高
次
脳

機
能
障
が
い
の
あ
る
方
と
そ
の
家

族日
　
月
　
日
、　
月
８
日
、
２
０

１１

１０

１２

１
３
年
１
月
　
日
、
い
ず
れ
も
土

１９

曜
日
午
後
２
時
～
４
時

場
ひ
か
り
療
育
園

内
①
「
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
の

リ
ハ
ビ
リ
」、
②
「
家
族
の
思
い
」、

③
「
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
と
社

会
制
度
」・
交
流
会

講
①
多
摩
丘
陵
病
院
診
療
技
術
部

長
・
三
沢
幸
史
氏
、
②
（
特
）
東

京
高
次
脳
機
能
障
害
協
議
会
理
事

長
・
細
見
み
ゑ
氏
、
③
東
京
都
心

身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
職
員

定
各
　
人
（
申
し
込
み
順
）

４０

申
参
加
者
氏
名
（
当
事
者
／
家
族

の
別
）・
電
話
番
号
を
明
示
し
、

　
月
２
日
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

１１Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ひ
か
り
療
育
園
（
辺辺
７

９
４
・
０
７
３
０
返
７
９
４
・
０

７
７
２
）
へ
。

市
立
図
書
館
～
お
は
な
し
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

養

成

講

座

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
、

全
回
出
席
で
き
る
、
受
講
後
に
お

は
な
し
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

登
録
で
き
る
方

日
２
０
１
３
年
２
月
５
日
、　１２

日
、　
日
、
３
月
５
日
、
い
ず
れ

２６

も
火
曜
日
午
後
２
時
～
４
時
、
全

４
回

場
中
央
図
書
館
　

内
語
る
こ
と
の
意
味
や
お
は
な
し

の
選
び
方
、
演
じ
方
等
を
学
ぶ

定
　
人
（
抽
選
）

１０
申
　
月
　
日
～
　
月
５
日
に
、
各

１０

２４

１２

図
書
館
で
水
曜
日
の
お
は
な
し
会

を
見
学
後
に
申
し
込
み
。

※
各
図
書
館
に
よ
っ
て
お
は
な
し

会
の
日
程
が
異
な
り
ま
す
。

問
中
央
図
書
館
辺辺
７
２
８
・
８
２

２
０
返
７
２
９
・
６
１
６
０

町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
町
田
及
び
近
郊
に
お
住
ま
い
の

外
国
人
の
方
の
た
め
に
、
毎
週
木

・
土
曜
日
に
外
国
人
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
一
緒
に
活
動
し
て
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

対
中
国
語
ま
た
は
韓
国
語
が
堪
能

な
方
（
い
ず
れ
も
日
常
会
話
以
上

の
語
学
力
が
必
要
）

場
町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

内
相
談
・
通
訳
・
翻
訳

※
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
会
員
登

録
が
必
要
で
す
（
年
度
会
費
２
０

０
０
円
）。

申
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
同
セ
ン
タ
ー（
辺辺
７
２
２
・

４
２
６
０
返
７
２
２
・
５
３
３
０

遍info@machida-kokusai.j

                      p  ）
へ
。

  
か
し
の
木
山
自
然
公
園

　
い
ず
れ
も
直
接
会
場
へ
お
い
で

下
さ
い
。

【
野
鳥
の
巣
箱
作
り
】

日
　
月
　
日
（
日
）
午
前
９
時
～

１０

２８

正
午

【
自
然
講
座
～
カ
モ
の
識
別
ポ
イ

ン
ト
】

日
　
月
３
日
（
祝
）
午
前
　
時
～

１１

１０

正
午

講
（
公
財
）
日
本
鳥
類
保
護
連
盟

専
門
委
員
・
石
田
ス
ー
ザ
ン
氏

持
ち
物
双
眼
鏡
（
お
持
ち
の
方
） 

◇

場
同
公
園
「
森
の
家
」

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

問
同
公
園
「
森
の
家
」
辺辺
７
２
４

・
１
６
６
０

町
田
市
役
所
本
庁
舎

団
体
向
け
見
学
会

対
　
人
～
　
人
の
市
内
の
団
体

１０

２５

（
抽
選
、
結
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改正後改正前見直し項目
〈年４回払い（※１）〉
４月～６月分＝７月に支払い
７月～９月分＝１０月に支払い
１０月～１２月分＝１月に支払い
１月～３月分＝４月に支払い

〈年２回払い〉
４月～９月分＝１０月に支
払い
１０月～３月分＝４月に支
払い

補助金の
支払い回
数

きょうだい児割引にかかわ
らず、１人１万５０００円（※
２）

きょうだい等が同一施設
に入所し、きょうだい児
割引を受けている場合
は、１人目＝１万５０００円
２人目以降＝７５００円　

補助金額

※１　補助金は、１０月からの支払いとなりますので、２０１２年度は、年
３回払いです。
※２　新たな補助金額は４月にさかのぼって適用しますので、２０１２
年１０月の支払いから新たな補助金額となります。

見直し項目の概要


